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今川ホタルを守る会

ホタルの保護から水質調査、生物調査に発展しており、子どもたちの意識と自覚と楽しさが伝
わってくる。きれいな川を守るために、森を知る活動をしたり、キャンプではアクリルたわし
を使い、少ない水で洗うなど自ら実践するとともに、キャンプをしている人にも呼びかけるな
ど、独創的な活動が高く評価された。

なし

平成19年度の「ホタル観察会」のときに、もっと広く市民に知っていただき、ホタルの保護の大切さを啓発して
いくために、子どもたちにも呼びかけようということになり、平成20年４月に「今川ホタルを守る会」を発足さ
せた。湖西市内の小学生（4年生8人・5年生5人・6年生2人）が、会として月１回程度の活動を行い、さらに、保
護活動に今興味を持った子どもは、休日を利用して活動を進めてきた。今川の自然観察会やごみ拾い、水質調査、
ホタルの小道の整備などを実施し、平成20年６月に開催した「ホタル観察会」では、多数の市民が参加し、子ど
もたちの取り組みが広く市民に知られるようになってきた。会に参加している子どもたちの中には、初めてホタ
ルを見たという子どももいて、子どもたち自身がその活動の大切さを再認識することになった。また、今川とは
馴染みの少ない子どもたちも活動に参加しており、市内の子どもたちによる活動であるということが、市民の自
然保護の意識を変えていくよい活動ともなっている。

湖西市北部を流れる「今川」では、かつてゲンジボタルが乱舞していた。しかし、近年はその
数を減らし、地区民からも忘れ去られた存在となっていた。数の減った原因は、今川の水質悪
化によるところが大きい。そのため、ボランティア団体が中心となって今川のホタルを取り戻
そうという活動を始め、水質浄化や自然観察会、ホタル観察会を実施してきた。そこで、大人
だけなく、子どもたちのよる保護活動も大切だということから、「今川ホタルを守る会」が平
成20年４月に発足した。
４月から６月までは、ホタルの小道の整備活動を中心に実施してきた、ホタルを市民に観察し
ていただくには、観察場所を整備する必要があり、川の堤にある道に看板を立てたり、整備を
したりした。看板は、子どもたちが協力しあって作り、その活動は地方新聞にも取りあげられ
た。また今川の水質浄化をしていくために、水質調査を実施し、その状況も調べていった。さ
らに、ごみ拾いも実施し、水質が悪化しないように活動した。こうした活動によって６月から
７月までの長い期間にわたって、ゲンジボタルやヘイケボタルの飛ぶ姿が、今川の下流から上
流にかけて見られた。７月からは、カワニナの状況調べをきっかけに、今川に住む水生生物調
査も始めた。今川には、ゲンジボタルの幼虫やカワニナだけではなく、絶滅危惧種のナガレホ
トケドジョウ、要注意種のカワムツ、カワヨシノボリなどの希少種も数多く生息している。ホ
タルだけを保護するのではなく、今川の生態系の保護という視点で活動していくことの大切さ
に気づき「森の恵み」にも関心を持って活動を進めてきた。現在も、休日には、子どもたちの
活動する姿が見られる。

団体の部


































